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はじめに

有機分子からの発光とは、分子に光エネルギーや電気エネルギーを与
えて、有機分子がそのエネルギーを光エネルギーとして放出する現象
である。中でも有機ＥＬは、電気エネルギーを光エネルギーに変換し
て光るというもので、最近ではテレビやフォトフレームのディスプレ
イに用いられている。私たちは、今回２ｍｍ四方の有機ＥＬを作って
評価を行い、さらに自由課題として１０ｃｍ四方の大面積有機ＥＬを
作る実験を行った。

有機ＥＬテレビ（ソニー）
有機ＥＬフォトフレーム
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結果･考察･感想

ミョウバン1.420g(3.0mmol)と8-キノリノール1.460g(10.0mmol)から
Alq3 0.594g(1.4mmol)生成 ⇒収率43%

有機ＥＬ素子の発光スペクトル

スペクトルのピークは520nm
⇒Alq3からの鮮やかな緑色発光

有機ＥＬ素子の発光効率

発光量子効率0.84%
⇒理論値1%に近づけた

大面積有機ＥＬ素子からの
発光の様子

実験

①発光材料Alq3の合成･精製
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昇華温度が低い
不純物 精製された材料

昇華温度が高い
不純物

還流管

滴下ロート
（8-キノリノール溶液
または酢酸アンモ
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三口フラスコ
（みょうばん溶液）

温度計

昇華精製装置

合成実験の
概要図

昇華されない残存不純物

合成→真空乾燥→昇華精製
により高純度Alq3を得る

昇華精製の概要

②２ｍｍ四方有機ＥＬ素子の作製と評価

③大面積有機ＥＬ素子の作製

透明な電極であるITO基板にα-NPD(50nm)、Alq3(50nm)、
MgAg(100nm)、Ag(10nm)を順に真空蒸着装置内で成膜し
て、２ｍｍ四方の有機ＥＬ素子を作製

１０ｃｍ四方のITO基板に九大ロゴマークが光る！！

使用した真空蒸着装置

約10-3Paの圧力で成膜

ガラス基板

ITO透明電極（陽極）
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CuPc レジスト
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正孔(+)を輸送

Alq3
電子(-)を輸送
緑色の蛍光発光

ガラス基板

ITO透明電極（陽極）

ＵＶ光

フォト
マスク

ＵＶ露光･現像処理により
光照射部を取り除く
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AgAg電極電極 (10nm)(10nm) 酸化防止のため

本実験で作製した
有機ＥＬの基本構成
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正孔(+)と電子(-)が再結合
⇒光エネルギーに変換

このときの
有機ＥＬの
機構は…

大面積のＥＬ素子が光ったときには、とても感動した。
充実した実験をさせてもらい、とても貴重な体験をする
ことができた。今回学んだことを今後の学習に活かして
いきたい。有機ＥＬの今後の発展が非常に楽しみだ。

有機ＥＬ素子第１号光る！


